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SYNOPSIS

To　uso 　low　grade　carbonaceous 　resources ，　such 　as　brewn　coal 　and 　biomass，　efficiently」dewaterilg，　illoreas血g

heating　value ，　and 　supPressing 　self−ignition　tendency　are　rocluirod ．　We 　have　foi皿 d　that　the　low−molecular −weigllt

compo1 皿 ds　obtained 　by　treating　low　ranlc　coal 血 non −polar　solvent 　at　aro1皿 d　350 °C　had　the　low　self−igriition

tendency　because　oftheir 　small 　pore　surface 　area ．　However，　the　self−ignitien　tenderi（ry　of 　the　entire　solvent 　treated

coa1 （STC ）was 　still　slightly　higher　than　that　of 　raw 　coa1 ．　Ih　this　study 」 hot−press　briquet血 g　method 　was

employed 　to　reduce 　pore　su  face　area 　of 　low　r即止 ooal 　and 　STC ．　It　was 　fbund　that　the　samples 　prepared　by

hot−press　briquott血g　fkom　raw 　coal 　had　smal1 　pere　sur　face　area 　than　the　raw 　coal 　and 　the　coal 　pyrolyzed　i皿 der

normal 　pressure，　and 　the　self−ignition　tendency　dooreasod　with 丗e　increase　of 　trea恤 ent 　pressure．　The　samples

preparθd　by　hot−press　briquetting　from　tho　STC 　at　around 　250 °C　also 　had　small 　pore　sur　face　area 　and 　low

self−igriition　tendency　than　the　STC ．

堕 　褐炭などの 低品位炭素資源は ， 世界中に広く

分布 し埋蔵量が豊富であるが ，

一般に高含水率 の ため

発熱量が小 さく乾燥すると自然発火する欠点を持つ た

め ， 産炭地以外で はほ とん ど利用 され て い ない ．今後，

それ らを有効利用するためには，改質 ・脱水のみで な

く自然発火性を抑制する技術の開発が不可欠 で あ る，

本研究室で は こ れまで に，穏和な条件下 で低品位炭を

無極性溶媒で処理して得 られた溶剤可溶成分は細孔表

面積が 小 さく， 自然発火性 が原炭以下 に抑制 され るこ

とを明 らかにした．［1］しか し， 溶剤処理 の みを施した

石 炭（改質炭）は原炭よりも自然発火性が大きく ， 改質

炭に対して は さらなる 自然発火性抑制処理が求められ

る．本研究で は，タール 成分の揮発を抑制するなど熱

分解 ・炭化 に大きな効果を及ぼす可能性をもつ 熱間成

型法に注 目し， それ を原炭および改質炭に適用して 自

然発火性抑制を試みた．

蠍

盥 週製　試 料はオース トラ リア産褐炭（A

炭 ）と，それを 1一メ チル ナ フ タ レ ン中，350 °C で 1時

間処理するこ とで得られた改質炭（ST℃ ）を使用 した．

試料約 1g − d・b．をFig．1 に示すような熱間成型器を用

い て 10 も しくは 20・MPa に加圧 しなが ら所定の 温度ま

で昇温 し， 30 分間保

持する こ とで熱間成

型炭 （ペ レ ッ ト）を調

製した．保持 温度は ，

原炭を用い る場合，

熱分解の 起 こ る 300〜

500 °C とし，STC を

用 い る場合 は，STC

中 の 軟化溶融性 を有

す る成分が軟化溶融

し細孔 を覆 うよ うに

す る た め ， 250 〜

350 °C と した．また，

縦

　 　 　 　 倉
 

　 　 　 　 L 。lad　TMerm◇c。いpl。

Fig．1 熱間成型 器概略

原炭を用い る場合は
， 熱天秤を用い

， 常圧 に お い て 同

様の 温度お よび保持時間で試料を調製 した．作製 した

試料は ， 例えば STC を 10　MPa におい て 250 °C で 30

分間処理 した場合は ST℃ （250，10）の よ うに ， 原料の 種

類と括弧の 中に保持温度［
°C ］，圧力［MPa ］の Jlfiで略記

する．Table　1に調製した試料の
一

覧を示す．細孔表面

積は 25 °C における 002吸着量より求めた．

2．2．自 、 火性の　　　 自然発火性の評価は，マ イク

ロ   を直結 した熱天秤を用い て行 っ た．Fig．2 にそ の
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Table　1試料の 調 製条件 と収率，元 素組成お よび 細孔 表面積

温度 保 持 　圧 力 収率 　　 元素組成 　　細孔表面積　HHV
願 鄰

　　盤　 ．

　 A 田 w

。
［幣 嵜

f】
。 盞 膿鵠

66．7　4．7　0．9　27．7　　 174．1　　　　 2S．0
A （30020 ）　 300　　　　　　　　09469 ．54 ．g　O．5　25．1　 128．9　　　 25．O
A （40020 ）　 400　 30　　 20　 0，8076 ．84 ．7　0．6　17．9　　914 　　　 23．7
ム（5．po−一」興｝．．．．．5凶．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．息鴟 ．．8．3．ユ．．3遵．．Ωユ．．よ星豊．．．．．廻 ≡5．．．．．．．．．．ユ24．．．．．

A炭 A （300．10）　 300　　　　　　　　0，9369 ．34 ．8　0．5　2S．3　 122．1
　 A （400．10）　 400　 30　　10　 0，7974．54 ．4　0，6　20，5　 160．7

ム（59Ω2ユ91．．．．．歪鯉．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．鮎難．．鬘藷：9．．⊇点．．息z．．．L2」旦．．．．2ヱz：巨．．．．．．．．
A （300．α1）　300　　　　　　　　0，9170．842 　05　24．5　 1555　　　23，8

会1：器：8：1；　　釜3　　30　　　0’1　　3：；毳　ζ6：釜　茎：；　3：票　子乙：呈　　謝：3　　　　1：：詈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o．BS ア8．3 う，　　 し　　Is．6　　 6s．o　　　 2s．9
SI℃（即 ）25°

・・ 2・
臥 857 ＆ 7　S’2　e’9 ’5239 ’61

：：1

23．822219

，7

S皿C　量罵｛毳謡q鋤 ．3互旦．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．鮎Z旦．．Z”二1．．互：殳．．隻＆．．蕊 ：L．．．．．亜旦：旦．．．．．．．．．
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Fig・2 自然 発火 性 評価 の 温度プ ロ フ ァ ィル

qガHe 雰囲気に切 り替え 2 時間保持した．こ の 保持時

間 中の 重 量変化 お よび ガ ス 生成量か ら酸素 吸着

量 （tO ）を求め ， 自然発火性の 評価指標に用い た，

廴 結塁と耋塞　作製した試料の収率 ， 元素分析お よび

細孔表面積を Table　1に示す．原炭 より熱間成型法で調

製 した試料で は保持温度が低い ほ ど，圧力が高い ほ ど

ペ レ ッ トの収率が高 くなっ た．また，常圧で調製した

試料と比較すると，400 °C 以上 で調製 した場合，加圧

に より， 収率 ， 炭素お よび水素の 含有率が増加 ， 細孔

表 面積が減少す るとい う傾向がみ られた．しか し，

300 °C で 処理を行っ た場合，常圧下で得られた試料と

加圧下で得られた試料の 間に大きな差がみ られず，熱

分解があま り生 じて い ない ためだ と考えられる．また，

400 °C に お い て 20MPa で加圧 した試料は 10MPa で加

圧 した もの と比 べ て収率は殆 ど変わ らなか っ たが ， 酸

素含有率お よび細孔表面積が大幅に減少 して お り， 圧

力が 10MPa と 20　MPa との 間で 大きな変化が起 こ っ て

い る こ とが示唆された．FT−R を用い て，400°C で 処理

した 試料の ス
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どの 含酸素官
Fig・3 原炭 よ り調製 した試料の 酸素吸着挙動

　
一
方，ST℃ を

原料に用い た場

a ，圧力黼 く ぎ。 、

するにつ れ て細 謬§

鬻 難 1晝1

で 処理 し た場合

に は，高い 発熱

量を維持 し た ま

ま細孔表 面積 の

減少 に成功 した ．

能基の ピー
クが減少 して い た．この こ とか ら， 圧力を

高くする こ とでよ り多 くの 揮発分が残留する とともに ，

脱水 ・脱炭酸反応が促進された と考えられ る．また ，

500℃ で調製 したペ レ ッ トは 400 °C で調製したペ レ ッ

トよりも細孔表面積が大 きくな っ て お り，温度が高く

な る と熱分解が活発に 起 こ り，細孔が多く生成する と

同時にタ
ール成分の揮発が促進されるため と考え られ

る．

　こ れ らの 試料の 65 °c における酸素吸着挙動を Fig．3

に示す．常圧で調製した試料で ある A （400，0．1）および

A （500，
0．1）で は ， 酸素雰囲気下 に切 り替えた後すぐに

  hおよび H20 が生成する とともに酸素吸着に よる質

量増加が起こ り，酸素吸着量 の値が大きくなっ た．一

方 ， 熱間成型法で 調製 した試料は い ずれ も酸素吸着過

程でガス の 生成が確認 されず ， 常圧で調製 した もの よ

り酸素吸着量は小 さくな り， 自然発火性を抑制できる

こ とが確認された，また ， 同じ処理温度で 比較すると，

10MPa で成型 した試料よりも20　MPa で成型 した試料

の ほ うが酸素吸着量が減少 した．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 3
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Fig．4 改質炭 よ り調 製 した 試料の

　 　 酸素吸 着挙動

しか し， 350℃ で成型 した場合
・
， 250 °C で 処理 したも

の と比較して，収率の減少お よび細孔表面積の増加が

み られ，軟化溶融性を有する成分が
一
部揮発 した と考

えられる．また，酸素吸着挙動は Fig．4 に示すように

細孔表面積が小 さい ほ ど酸素吸着量が小 さくなるとい

う傾向がみ られ ， STC （250，
20）で は原炭 と同程度まで

の 自然発火性 が抑制された．

f1． 鎧EE　褐炭お よびそ の溶剤処理炭 を用 い て熱間成

型法に よ り，細孔表面積を減らすこ とで ，改質ととも

に 自然発火性の抑制を試みた．その結果，い ずれの試

料を用い た場合も処理圧力が 10MPa の ときよ りも20

MPa の ときの ほ うが ， 細孔表面積の 減少がみ られ ， 酸

素吸着量も減少 した．
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